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MPは RPよりも温度を感じやすかった。金属味は RP-MP間に有意差を認め、MPは RPよりも金属味を感じる
という評価だった。食品付着感は、ZP-MP間に有意差を認め、ZPは MPよりも食品が付着しにくいという評
価だった。嚥下の容易さおよび装着時の重量感では有意差は認められなかった。そして、総合的な装着感
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 結果の要旨       
 
  本審査委員会は主題ならびに関連問題について最終試験を行った結果、十分な学識を 
 有することを認め、合格と判定した。 
 
  
学位論文審査の要旨 
 
本研究は、義歯口蓋部にジルコニアを応用することの有益性を検討するために、アクリリックレジン、
ジルコニア、コバルトクロム合金で製作した口蓋板を健常有歯顎者に装着させ、口蓋板の違いによる味覚
閾値への影響と装着感の違いを比較したものである。 
本審査委員会では、研究方法の妥当性や得られた結果の解釈などを中心に以下のような質疑が行われた。 
主な質問としては、①口蓋板を装着させてから実験を開始するまでの時間について、②被験者の年齢に
ついて、③旨味の閾値測定にグルタミン酸とイノシン酸の混合溶液を用いた理由について、④口蓋板の設
計および維持についてなどであった。 
これらの質問に対し、①予備実験において、装着後 30 分で口蓋板を装着したことによる嘔吐感がなくな
ったため、本実験では装着 30 分後に嘔吐感がないことを確認した後に実験を開始したこと、②義歯装着者
の殆どは高齢者であるが、被験者の残存歯の状態や健康状態などを統一させるため、20 代の若い被験者を
選択したこと、対応のある検定を行っており、個人間の評価の差をみているので年齢の違いにより結果に
差がでるとは考えられないこと、③グルタミン酸だけでは、濃度が上がっても旨味を認識できなかったた
め、混ぜ合わせることで相乗効果が起こり、旨味が増強されるといわれているイノシン酸を混ぜ合わせた
ところ、被験者が旨味を認識できるようになったこと、④口蓋板はアンダーカットには入っておらず、粘
着で維持されるように設計したことなどの回答があり、その他の質問に関しても、概ね妥当な回答が得ら
れた。さらに、タイトルの変更、方法および考察への追加記載、図表内の文章表現への追加記載について
も指摘され、審査後これらの訂正が行われた。 
以上より、本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に
値するものと判定した。 
 
